
事業所名  グループホームぽ～れぽ～れ四十万

目標達成計画  作 成 日　平成　31　年 2  月  24 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 15

急変・危篤時に各階の夜勤者の役割が、明確
化されていない

急変・危篤時に各階の夜勤者が戸惑うこと
なくスームーズな連携が図れるようにマニュ
アルの理解・活用・応用ができるようにする。

過去の事例をもとにマニュアルを作成し、各階
の勤務者の役割を明確化し、職員全員が把握・
実践できるようにする。

1ヶ月

2 16・17

災害時などに持ち出せる利用者の持ち出し用
ファイルなどが整備されていない

各階で災害時用の持ち出しリストに基づい
た物品の整備と周知を図り、有事の際的確
な持ち出しができるようにする。

災害時の持ち出しリストを作成し、有事に備え
整備する。その中で今までの食料品の備蓄に
加え、今回新たに災害時に必要な入居者情報
を保存した専用USBメモリの整備と、防寒グッ
ズ等整備し有事に備える。

1ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


